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１．研究計画の概要 
活性酸素種（AOS）を介したレドックス制御

機構は現在最も注目されている研究分野の

一つであり、多く研究グループが全容の解明

に凌ぎを削っているのが現状である。しかし

依然として、環境ストレス下での AOS の生成

やそれによるレドックス変化を認知する分

子機構については不明のままである。本研究

では酸化的シグナリングによるレドックス

制御の初期イベントを明らかにすることを

目標とし、（1）葉緑体由来の酸化的シグナリ

ング機構の解析、（2）レドックス制御因子の

一つである HsfA2 の発現誘導に関わる上流因

子の同定を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）葉緑体由来の AOS に応答する遺伝子群
を網羅的に同定した。それらの遺伝子破壊株
ラインからパラコート感受性変異株の選抜
により、酸化的シグナリングに関与する候補
遺伝子を複数同定した。 
（2）ポリユビキチン化タンパク質の蓄積を
介して HsfA2 が誘導されている事を明らかに
し、その誘導には熱ショックエレメント HSE
が関与していることが明らかとなった。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由）（1）では、葉緑体由来の酸化的シグ
ナリングに関連する候補遺伝子を複数同定
しており、また（2）に関しては HsfA2 の誘
導に関与する転写因子がほぼ同定すること

が現在までにできているため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（1）同定した酸化的シグナリング関連遺伝
子群の生理機能を明らかにするため、それら
の遺伝子破壊株や過剰発現株における遺伝
子発現の変化をマイクロアレイにより解析
する。 
（2）HsfA2 の誘導に関わる転写因子は 1つで
は無く、少なくとも 2つのクラス A Hsf が関
与することがこれまでに研究より明らかに
なっている。このことは一つの遺伝子が欠損
しても、もう一方の遺伝子がその機能を相補
していることを示唆し、従来の遺伝子破壊株
を用いた研究では明確な結果が得られない
事が考えられる。そこでこれらの問題を解決
するため、キメラリプレッサーを用いた
CRES-T 法により解析を行っている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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